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研究成果の概要： 

ビジュアル・グラマー、タイポグラフィーなどに注目しながら、日本語とドイツ語を中心とす

る言語社会での言語記号（文字）と視覚的記号（図像）の分布や使用法を観察し、文字と視覚

的要素との相互行為によって生み出される意味創出と意味伝達の動的な諸相を調査分析・考察

し、テクストデザインの問題性とのリンケージを試みたうえでポライトネス研究へと視野を拡

大することにより、爾来の社会言語学のテーマ領域的・方法論的進展への貢献を行った。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,500,000 0 1,500,000 

2007 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

総 計 3,300,000 540,000 3,840,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・言語学 
キーワード：ビジュアル・グラマー、文字シフト、タイポグラフィー、テクストデザイン、デ

ジタルニューメディア、ポライトネス研究、社会言語学、メディア言語学 
 
１．研究開始当初の背景 

(1) 研究代表者は、2000 年以降主若者こと

ば研究に精力的に取り組んできた。「若者こ

とば」研究とは、社会言語学のなかでも「世

代語」として言語の現象形式をくくる切り口

による分析である。この研究を推進する過程

で研究代表者は、一方で、「世代語」のひと

つとしての「若者ことば」と「日常言語」「通

用語」などを明確に区別することの困難につ

きあたり、他方では、若者ことばの主な分析

資料として用いた携帯メールをきっかけに、

メディアやテクノロジーへの関心を強める

とともに、とりわけ、そうした「外在的要因」

によって言語の現象形式も規定されること

があることに注目することになった。さらに、

ドイツ語の個別性を捉えるためには、他の言

語（とりわけ日本語）との対照が不可欠であ



ることにあらためて気づいた。こうした問題

意識から、2005 年に至ってから「メディアと

ことば」研究会にも参加し、同研究会のメン

バーとの専門討議や意見交換の機会をもつ

ようにした。分担者の岡本能里子氏は、この

研究会の中心メンバーのひとりでもあり、か

ねてより電話、留守番電話などのメディアに

注目し、また「談話分析」に主眼を置いた研

究を推進し、最近では電子メール、ビジュア

ル・グラマーの研究に視野を広げ、精緻な調

査分析を進めている。日本語分析の手法にも

優れており、日独語の対照研究を推進するの

にうってつけであった。分担者の甲賀正彦氏

は、デザイン、イラストレーションの創造性

や働きについての歴史的・理論的考察を展開

するかたわら、グラフィックデザインの分野

でさまざまな国際出品と入選実績のあるす

ぐれたクリエーターであり、境界横断的な本

研究に新たな視点を導入することが期待さ

れた。 

(2) 研究を真の意味で国際化し、日本的に狭

隘な視点を相対化し、拡張するには、海外の

専門家との協力が欠かせない。チューリヒ大

のデュルシャイト教授、シュピッツミュラー

助手とはすでに 2005 年 2 月の国際若者語会

議を機に緊密な連絡を取り、携帯メールにお

ける方言語法やメディア言語学の最新状況

についての情報・意見交換を行っていた。ま

た、アーヘン工科大学のイェーガー教授とは、

2004 年 11 月のケルンにおけるコロキウム以

来、メディアの意味・意味論や文字、記号に

ついての情報・意見交換を行っていた。 
 
２．研究の目的 

本研究の主たる目的は、言語学の問題認識

と手法に基づきながら、ニューメディアに映

じた言語の特徴を明らかにし、その言語特性

と不即不離の関係にあるコミュニケーショ

ン様式やニューメディアの使用者のコミュ

ニケーション行動の特性を抽出することで

ある。電子メール、携帯メールなどの言語特

性分析、なかでも談話構造分析およびコミュ

ニケーション研究を推進し、調査分析を行う

なかで社会言語学（変種言語学）的視野から

日独対照メディア言語学を進展させること、

また同時に、対照研究的アプローチにより言

語、記号、文化の伝統的境界を越境しつつあ

るドイツ語ならびに日本語の最前線の姿を

照射することを副次的な目的とする。 

 

３．研究の方法 

①従来の研究成果としての文字論や記号論

の達成を土台としつつ、特に、現在新しいメ

ディアにおいて文字と共に多用される記号、

絵文字、イラスト、フォントの差異化、文字

の色などに注目し、それらと文字テクストと

の相互作用によって文脈に埋め込まれたこ

とばの指標的な意味が生み出されていく過

程をメディア言語学的視座で解明する。 

②デザインの作り手の視点にも立って、コミ

ュニケーションの受容者の層、またそれに即

応したメッセージ性の位相をどのように定

めるかにも注目しながら、テクスト内に埋め

込まれた「ビジュアル・グラマー」とも呼べ

る「新しい」文法の把捉と記述を試みる。 

③テクノロジーと言語の関わりについても

言語記号（文字）と視覚的記号（図像）の分

布や使用法に焦点を当てながら考究する。 

④グラフィックデザインの分野での作品と

書体の関係についてのパイロット的なアン

ケート調査を実施し、タイポグラフィーとデ

ザインの機能を理解する助けとする。 

⑤国内外の研究者から関連領域についての

第一線の専門的知識の提供を得、討議・質疑

応答を通じて、当該テーマの知見を深める。 

 
４．研究成果 

 



平成 18 年度（2006）は、全計画の土台づ

くりとして、ニューメディアテクストの言語

的特徴やコミュニケーション様式の特性把

握に集中した。言語記号と視覚的記号に関す

る従来の研究を鳥瞰するかたわら、最新の書

誌媒体やネット上の資料を収集・分析しなが

ら、メディア言語学の最前線の問題性把握と

整理に努めた。従来型メディアの新聞につい

ては、一面広告の内容と縦書き・横書きの関

係を探究し、複数の日本語表記間のシフトに

よる意味創出のダイナミズムと柔軟性を浮

き彫りにすることができた。また、ニューメ

ディアにおけるドイツ語のテクスト構成に

おいては、文字シフトが不在な分、タイポグ

ラフィーやレイアウト、配色などに特段の意

を払う必要性があるとの仮説に達した。 

 

平成 19 年度（2007）は、日本語とドイツ

語両言語社会においていかに「ビジュアル・

グラマー」がデザインされ、発信者と受信者

の相互行為を通して、「文法化」されていく

のかを対照言語学の視点を出発点として考

察した。デザインにおいては一般に図像が

「地」となり、タイトルやキャプションなど

の文字が「図」となると考えられるが、実は

文字自体もデザイン性を帯びているという

二重構造（多層的構造）が潜在している。こ

うした機制についての詳細で多角的な考察

を展開するため、研究期間の全般にわたりタ

イポグラフィーの特性把握とメディア論の

最新成果の取り込みに努めた。10 月～11 月

のチューリヒ大学での研究滞在はとりわけ、

タイポグラフィーとテクストデザインの構

造と機能、普遍性と文化的差異を把握する絶

好の機会となった。 

 

平成 20 年度（2008）は、年度初めにグラ

フィックデザインの分野での作品・書体の関

係についてのアンケート調査を施行したほ

か、8 月には、言語学的視点からメディア理

論を構築しているイェーガー教授を研究代

表者が訪問して意見交換を行い、当該課題の

問題圏域の意味論的基礎づけ、メディアと

（言語）記号、タイポグラフィーの相関関係

の普遍性と言語文化による相対性について

概観する指針を得た。平成 21 年に入ってか

らは、文学・文化研究領域で言語テクストと

図像の関係を考究している研究者、ならびに

装丁デザインの現場で研さんを積んでいる

専門家から当該部門における最前線の知識

の提供を得、その場での質疑応答とディスカ

ッションから、絵画、ポスター、工業製品、

書籍などに代表される文化事象、あるいは広

く、それらを含み込む社会史をも参照したマ

クロな視点に立脚してこそ、タイポグラフィ

ーやテクストデザインの布置に有意味な形

で論及できることが明らかとなった。以上の

ように概観した本年度の研究成果は、いわゆ

るデジタルニューメディアにも着目しなが

ら、日本語やドイツ語をはじめとする言語社

会における言語記号（文字）と視覚的記号（図

像）の分布や使用法を観察し、文字と視覚的

要素との相互行為によって生み出される意

味創出と意味伝達の動的な諸相を考察・分析

した研究代表者の論考（渡辺 2008；５．の

論文⑤）に結実している。なかでもテクスト

デザインの問題性とのリンケージを試みた

うえでのポライトネス研究への視野拡大は、

爾来の社会言語学の方法論的進展にも貢献

するものと考えられる。 
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韓国・釜山外国語大学校。 
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〔図書〕（計 1件） 
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ディアとことば ３ 特集 社会を構築す

ることば』、ひつじ書房、2008 年。渡辺学：

担当箇所：論文⑨、記事②、岡本能里子担当

箇所：はしがきi-iv、論文⑩、記事③。 
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号、127-129 頁、2009 年 3 月。 

②記事：渡辺学：マンハイム滞在記、郁文堂

「Brunnen」第 451 号、6‐9頁、2008 年 6 月。 

③作品：甲賀正彦：立体イラストレーション

をデザインしたポスター作品２点、『東京工

芸大学紀要』第 14 号、139-141 頁、2008 年 3

月。 

④記事：渡辺学【コラム】文字の歴史と絵記

号、岡本能里子・佐藤彰・竹野谷みゆき編『メ

ディアとことば ３ 特集 社会を構築す

ることば』、ひつじ書房、24-25 頁、2008 年 3

月。 

⑤記事：岡本能里子【コラム】ビジュアル・

グラマー、岡本能里子・佐藤彰・竹野谷みゆ

き編『メディアとことば ３ 特集 社会を

構築することば』、ひつじ書房、56--57 頁、

2008 年 3 月。 
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